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2きんこう議会だより 51号

※�賛否の表示は、起立採決又は記名投票により、○賛成、●反対、欠欠席となっています。
※�簡易表決とは、あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず、「異
議ありませんか」と諮ることにより賛否を問う採決方法です。
※議長には、表決権がありません。

職
員
の
配
偶
者
が
外
国
に
勤

務
又
は
居
住
し
た
場
合
の
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た　

　

職
員
の
配
偶
者
が
、
外
国
で

の
勤
務
そ
の
他
の
事
由
に
よ

り
、
外
国
に
住
所
又
は
、
居
所

を
定
め
て
滞
在
す
る
時
に
、
配

偶
者
同
行
休
業
を
申
請
し
た
場

合
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な

い
と
認
め
る
と
き
は
、
職
員
の

勤
務
成
績
そ
の
他
の
事
情
を
考

慮
し
た
上
で
、
承
認
で
き
る
も

の
で
す
。
期
間
は
、
３
年
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
使

い
道
を
条
例
で
定
め
ま
し
た

　

寄
附
者
の
意
向
を
具
体
的
に

政
策
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、

錦
江
町
と
町
民
の
未
来
に
繋
が

る
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

多
様
な
人
々
の
参
加
に
よ
る
魅

力
あ
る
未
来
づ
く
り
に
資
す
る

事
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

寄
附
金
を
財
源
と
し
て
行
な

う
事
業
は
、

（
１
）�　

子
ど
も
な
ど
将
来
の
社

会
の
担
い
手
の
育
成
に
関

す
る
事
業

（
２
）�　

地
域
経
済
の
活
性
化
に

関
す
る
事
業

（
３
）�　

高
齢
者
の
社
会
貢
献
に

関
す
る
事
業

（
４
）�　

移
住
・
交
流
に
関
す
る

事
業

（
５
）�　

そ
の
他
町
長
が
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
必
要
と
認
め

る
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た

　

錦
江
町
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

条
例
に
基
づ
き
、
寄
附
さ
れ
た

寄
附
金
を
適
正
に
管
理
し
、
寄

附
者
の
意
向
に
沿
っ
た
運
用
を

図
る
た
め
で
す
。

９月定例会
　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
26
日
ま

で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
６
件
、
条
例
改
正
４
件
、

決
算
認
定
７
件
、
陳
情
１
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

条
例

ふるさと納税の使い道を決めた百人委員会

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

議案第 53 号 平成 29 年度錦江町一般会計補正予算 （第３号） 簡易表決で可決 欠

陳情書第３号 全国森林環境税の創設に関する意見書の採択に関する陳情 簡易表決で可決 欠

認 定 第 １ 号 平成 28 年度錦江町一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

認 定 第 ２ 号 平成 28 年度錦江町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

認 定 第 ３ 号 平成 28 年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

認 定 第 ４ 号 平成 28 年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計歳入
歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

認 定 第 ５ 号 平成 28 年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計
歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

認 定 第 ６ 号 平成 28 年度錦江町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

認 定 第 ７ 号 平成 28 年度錦江町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

発 委 第 ２ 号 全国森林環境税の創設に関する意見書 簡易表決で可決 欠



3 きんこう議会だより 51号

橋梁長寿命化修繕事業１,３００万円など可決
　一般会計・特別会計の５補正予算を原案のとおり可決しました。各補正予算の主なものは、次の
ようなものです。

電話設備更新委託
568 万 1千円

光電話接続（文化センター）　253 万 7千円
　　〃　　（教育委員会）　　314 万 4千円

橋梁長寿命化修繕事業
1,300 万円

4 橋積算による増額分
（金山橋・表木第 2橋・宮前橋・第 2松坂橋）

特定健康診査等事業費
13 万 6千円

口腔予防ケア講演会講師謝金　　　6万円
糖尿病重症化予防対策消耗品費　4万 9千円
糖尿病重症化予防主治医指示書交付手数料

2万 7千円

一般会計繰出金
29 万 4千円

平成 28年度精算による繰出分

測量設計等業務
260 万円

中鳥井線積算による増額分

公共土木施設災害復旧費
165 万円

災害復旧に係る重機借上げ料

居宅介護サービス給付費
1,284 万円

居宅介護サービス給付費の見込み増

農業集落排水事業管理費
100 万円

ＭＬＳＳ計修理（汚泥濃度観測機）20万 5千円
汚泥貯留槽第 2室移送ポンプ交換

　38万 4千円
換気ファン交換　　　　　　� 41万 1千円

一般会計

国民健康保険事業

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

農業集落排水事業

議案に対する各議員の賛否状況
　平成29年第３回　定例会（９月議会）各議員の賛否結果

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

議案第 44 号 平成 29 年度錦江町一般会計補正予算 （第2号） 簡易表決で可決

議案第 45 号 平成 29 年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 簡易表決で可決

議案第 46 号 平成 29 年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正
予算（第１号） 簡易表決で可決

議案第 47 号 平成 29 年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計
補正予算（第１号） 簡易表決で可決

議案第 48 号 平成 29 年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決

議案第 49 号 錦江町職員の配偶者同行休業に関する条例 簡易表決で可決

議案第 50 号 錦江町ふるさと納税寄附条例 簡易表決で可決

議案第 51 号 錦江町ふるさと納税基金条例 簡易表決で可決

議案第 52 号 錦江町公営住宅条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決
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９
月
４
日
の
定
例
会
に
お
い

て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

平
成
28
年
度
錦
江
町
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
の
７
会
計
に

つ
い
て
、
９
月
11
日
か
ら
14
日

ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
審
査

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
予
算

執
行
は
計
画
的
か
つ
効
率
的
に

行
な
わ
れ
た
の
か
、
予
算
計
画

に
対
す
る
実
績
は
妥
当
で
あ

り
、
か
つ
行
政
効
果
や
経
済
効

果
に
主
眼
を
お
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

１．人件費
　議員報酬や町長・職員等の給与、社会保険料など

２．物件費
　消耗品費、燃料費、通信運搬費、手数料、備
品購入費、使用料など

３．維持補修費
　道路、建物などの修繕費

４．扶助費
　児童手当、子ども医療費、介護福祉タクシー
等の助成金など

５．補助費等
　�国・県、各種団体等への負担金や各種団体
等への補助金など

６�．投資的経費（普通建設事業費・災害復旧事業費）
　道路の新設改良工事費や災害復旧工事費、公
有財産購入費など

７．公債費
　町の長期借入金等への返済金

８．積立金
　基金への積立て

９．繰出金
　簡易水道事業や国民健康保険事業等の特別会
計への繰出金

決
算
審
査
特
別
委
員
会きれいに整備された神川中原線

歳出グラフ（性質別）の主な内容

投資
的

経
費

人件費
9億4921万円

（14.2%）

物件費
7億1160万円

（10.7%）

扶助費
9億6367万円

（14.5%）

補助費等
7億1412万円

（10.7%）

公債費
10億8448万円

（16.3%）

繰出金
6億9938万円

（10.5%）

普通建設事業費
13億73万円
（19.5%）

災害復旧事業費
6151万円（0.9%）

維持補修費
5921万円（0.9%）

積立金
1億918万円（1.6%）

投資・出資・貸付金
815万円（0.1%）

町税
6億2672万円

（9.2%）

地方交付税
36億5876万円

（53.9%）

国庫支出金
5億9630万円 

（8.8%）

県支出金
　6億8164万円

（10.0%）

町債
5億6100万円

（8.3%）

地方譲与税など
2億1962万円
（3.2%）

分担金・負担金　3122万円（0.5%）
使用料・手数料　8883万円（1.3%）
財産収入　2548万円（0.4%）

その他
3億155万円
（4.4％）

自主財源
（15.8％）

依存財源
（84.2％）

一般会計の決算状況

その他の内訳
繰 入 金 671万円 0.1％
諸 収 入 7,080 万円 1.0％
繰 越 金 16,863 万円 2.5％
寄 附 金 5,541 万円 0.8％

歳出決算額　66億6124万円 歳入決算額　67億9112万円
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平成28年度各会計

歳入・歳出決算を認定
・�　

契
約
金
額
の
変
更
増
が
見

ら
れ
る
が
、
落
札
し
た
予
算

の
範
囲
内
で
執
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・�　

土
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

は
民
間
企
業
な
ら
倒
産
し
て

い
る
。
な
か
な
か
独
立
採
算

制
で
は
運
営
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
年
数
を
重
ね
る
ご

と
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
く
わ
け
だ
が
、
そ
の
あ
た

り
は
、
協
議
す
る
な
ど
、
判

断
時
期
を
誤
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・�　

元
気
お
こ
し
事
業
に
つ
い

て
、
こ
の
事
業
が
後
何
年
あ

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
と
て

も
よ
い
補
助
な
の
で
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

・�　

本
町
の
農
業
を
担
っ
て
い

る
若
い
世
代
が
自
活
で
き
る

よ
う
に
手
厚
い
対
策
を
講
じ

て
い
た
だ
き
た
い
。

・�　

農
業
だ
け
で
な
く
他
の
業

種
に
も
目
を
向
け
町
の
発
展

の
た
め
の
施
策
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

・�　

雄
川
の
滝
の
展
望
所
へ
の

案
内
板
が
わ
か
り
づ
ら
い
と

い
う
話
は
な
い
か
。
年
配
の

方
も
多
い
の
で
親
切
な
案
内

板
が
欲
し
い
。

・�　

路
肩
伐
開
作
業
は
２
メ
ー

ト
ル
程
度
の
高
さ
で
は
大
型

車
な
ど
は
ミ
ラ
ー
な
ど
が
当

た
る
。
町
道
は
ほ
と
ん
ど
木

が
繁
茂
し
て
お
り
、
事
故
で

も
起
こ
れ
ば
大
き
な
問
題
に

な
る
の
で
、
何
と
か
対
応
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

決
算
審
議
で
の
主
な
意
見

会　計　名 歳入総額 歳出総額 差引額
一般会計からの
繰 入 額

基 金 か ら の
繰　 入　 額

国 民 健 康 保 険 事 業 17億171万6千円 16億4648万2千円 5523万4千円 1億3861万円 3035万6千円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億2920万9千円 1億2768万5千円 152万4千円 7000万円 0円

介護保険事業

保険事業勘定 13億250万8千円 12億5547万8千円 4703万円 １億7646万3千円 0円

サービス事業 
勘 定

1051万6千円 1022万1千円 29万5千円 310万6千円 0円

簡 易 水 道 事 業 1億3915万2千円 1億3207万円 708万2千円 3608万3千円 0円

農 業 集 落 排 水 事 業 2557万円 2506万2千円 50万8千円 1694万7千円 15万4千円
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７
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、

町
内
８
会
場
に
お
い
て
「
議
会
報

告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く

の
町
民
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
、
議
会
活
動
の

報
告
の
あ
と
、
意
見
交
換
会
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
か
ら
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
質
疑
・
意
見
に
対
し
て
、

９
月
19
日
の
議
会
改
革
推
進
会

議
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

議
会
報
告
会
の
ま
と
め
及
び
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
、

役
場
な
ど
の
関
係
課
で
調
査
し

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

活発な意見交換が行なわれました。（宿利原地区）

議
会
活
動
の
報
告
会
を
開
催

町民からの質疑・意見 今後の対応策の検討状況
　麓川の寄り洲に葦が生えて地区の用水
路より高くなり、排水ができない状況で
ある。河川については県の管理であるの
で、寄り洲除去を県へ、要望してほしい。

　地区公民館長さん及び錦
江町議会名での要望書に、
各自治会長さん連名で、記
名捺印したものを添付し
て、振興局、県議会議員な
どに送付しています。
　10 月３日に、振興局が
現地調査にきたとのこと
です。

　国道 448 号線の改修した歩道に、車
の進入禁止のための丸い杭が設置してあ
るが、低く反射材もついていないので、
車をぶつけたり、自転車がぶつかり転倒
した例もある。議員の皆さんに動いてい
ただきたい。

　蛍光塗料が剥がれ
ているため、反射テー
プを貼るなどの対応
を、検討するとのこ
とです。

　空き家バンク、空き家の活用について
は、情報をもっと外に発信しないと活用
は難しい。空き家リフォームなどの補助
制度もあるが、周知についてはどのよう
にしているか。もっと空き家について、
検討してほしい。

　空き家リフォーム支援事業補助金、空き家解体撤去
事業補助金、住宅リフォーム促進事業補助金の制度の
わかりやすい冊子が政策企画課にあるので、利用して
ください。

　空き家については、議員全員で構成する「あなたの
移住応援します隊」もあります。
相談や情報提供など、いつでもご連絡ください。

　馬渡橋の授産センター側からの右折ラ
インが消えていて、危険であり、以前事
故もあったが、対応してほしい。

　現地を確認したうえで、担当課に現状を伝え、早期
対策について、要望しました。

　花瀬大橋は、何回か事故が発生してい
る。転落防止等の安全対策をしてほしい。

　車道、歩道の規定されている高さの欄干が設置され
ているとのことです。

　畜産管理センター、ふれあい広場のト
イレの洋式への改修は感謝している。川
原グラウンドの公衆トイレもたくさんの
方の利用があるので、洋式に換えていた
だきたい。

　高齢者を含めた多くの方の利用があり、必要性も感
じることから、改修に向けて、予算要求をしていくと
のことです。
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町民からの質疑・意見 今後の対応策の検討状況

　畜産管理センターは、地区民が集まる
唯一の公共施設であり、投票所としても
利用されている。玄関をバリアフリーに
してほしい。

　今後、改修に向けて、予算要求していくとのことで
す。

　上原自治会の空き家に都会から帰って
くる子ども連れの若者が住むことになっ
ているが、水路のフェンスは個人がつけ
ないといけないのか。

　担当課に現地確
認を依頼し、今後
対応を検討してい
くとのことです。

　子どもたちの作品を紹介するため、に
しきの里の有効活用にもなると思うが、
施設に展示することはできないか。

　多くの利用者もある施設なので、施設の一部を活用
して、展示することは可能であるとのことです。

　大根占地区の中心を通る国道２６９号
線の植込みは草がいっぱい生えており、
一斉清掃などで清掃しているが、町に委
託されている年２回の作業では少ないと
思う。
　また、城ヶ崎三叉路は町の入り口であ
るが、草ぼうぼうで見苦しくなっている
が、どうにかならないか。

　国道２６９号線沿いの
除草は、皆倉から南大隅
町境まで県から町に委託
されており、年に２回除
草がされています。除草
しても夏場はすぐに草が
伸びるので、年に４回の
作業ができるように要望
しているとのことです。
　城ヶ崎三叉路については、町有地になっており、対
応について検討中とのことです。
※�街路樹の植え込みについては、県が専門業者に委託
しています。

　

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
採
択
に
関
す

る
陳
情

内
　
容

　

山
村
地
域
の
市
町
村
に
よ
る
森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進
や

安
定
し
た
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
の
取
組
み
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
み
な
ら
ず
、
国
土
の
保
全
や
地
方
創
生
等
に
も
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
市
町
村
の
財
源
の
強
化

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
森
林
・
林
業
・
山
村
対
策

の
抜
本
的
強
化
を
図
る
た
め
の
全
国
森
林
環
境
税
導
入
の
一

日
も
早
い
実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

採
択
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
意
見
書
を
提
出

採
択
の
理
由

　

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
森
林
整
備
等
に
必
要

な
財
源
に
充
て
る
た
め
、
個
人
住
民
税
均
等
割
り
の
枠
組
み
の

活
用
を
含
め
都
市
・
地
方
を
通
じ
て
国
民
に
等
し
く
負
担
を

求
め
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設

に
関
し
、
平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
結
論
を
得
る
と
の

こ
と
か
ら
、
森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
図
る

た
め
の
全
国
森
林
環
境
税
の
早
期
導
入
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る

意
見
書
を
提
出
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ぐ
に
対
応
で
き
る
と
思
う
が
説

明
会
な
ど
を
開
い
て
い
る
の

か
。』
と
の
質
疑
に
『
こ
の
制

度
が
始
ま
っ
た
時
に
、
各
世
帯

に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
説
明
会

を
開
い
た
。
個
別
に
説
明
会
の

依
頼
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
出

向
い
て
行
な
っ
た
。
地
域
集
積

協
力
金
の
話
を
聞
い
た
り
す
る

と
少
し
興
味
を
示
さ
れ
る
こ
と

は
あ
る
が
、
や
は
り
、
地
区
の

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
取
り
組
め

る
か
の
核
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。』
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
以
上
の
よ
う
な

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
一

層
の
隅
々
ま
で
い
き
わ
た
る
よ

う
な
普
及
活
動
を
望
む
声
も
あ

る
中
で
、
本
事
業
が
職
員
は
も

と
よ
り
、
推
進
員
、
事
務
筆
耕

の
方
を
中
心
に
対
象
農
地
の
掘

り
起
こ
し
が
、
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

耕
作
者
集
積
協
力
金
が
60
名
で

５
６
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

委
員
か
ら
、『
肝
属
南
部
開

発
事
業
で
開
い
た
農
地
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
地
区
が
あ
る

が
、
今
後
、
開
発
さ
れ
て
い
な

い
畑
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

が
、
名
義
が
変
わ
っ
て
い
な
い

畑
が
多
い
。
対
象
に
な
る
の

か
。』
と
の
質
疑
に
『
相
続
者

の
半
数
以
上
の
同
意
が
得
ら
れ

れ
ば
、
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
今
年
度
、
取
組
ん
で
い
る

地
区
で
も
そ
の
よ
う
な
名
義
の

変
わ
っ
て
い
な
い
土
地
が
多
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。』

　
『
地
域
集
積
協
力
金
は
ど
の

よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る

の
か
。』
と
の
質
疑
に
『
ど
の

よ
う
な
使
い
方
も
で
き
る
の
で
、

地
区
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て

使
い
道
を
決
め
て
い
る
。
ほ
と

ん
ど
が
、
持
ち
主
に
返
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
他
町
で
は
、

コ
ン
バ
イ
ン
の
導
入
な
ど
を
行

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。』

　
『
中
山
間
地
域
直
接
支
払
等

の
対
象
地
区
に
つ
い
て
は
、
役

員
も
い
て
声
を
か
け
れ
ば
、
す

　

事
業
の
仕
組
み
、
農
地
所
有

者
の
メ
リ
ッ
ト
、
耕
作
者
の
メ

リ
ッ
ト
、
地
域
的
な
メ
リ
ッ
ト
、

注
意
点
な
ど
事
業
の
基
本
的
な

概
要
な
ど
の
説
明
、
ま
た
、
地

域
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
地
域

集
積
協
力
金
、
個
々
の
貸
し
手

に
対
す
る
支
援
で
あ
る
経
営
転

換
協
力
金
、
耕
作
者
集
積
協
力

金
に
つ
い
て
制
度
の
説
明
を
受

け
、
調
査
し
ま
し
た
。

　

錦
江
町
の
農
地
中
間
管
理
事

業
の
平
成
29
年
３
月
31
日
現
在

の
実
施
状
況
は
、
事
業
が
始

ま
っ
た
平
成
26
年
度
か
ら
の
累

計
で
１
１
７
・
４
ha
と
な
っ
て

お
り
、
鹿
児
島
県
全
体
で
は

４
８
６
９
ha
で
あ
り
、
県
内
で

17
番
目
、
耕
作
面
積
に
対
す
る

面
積
と
し
て
は
、
７
・
２
％
と

な
り
、
県
内
で
６
番
目
の
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　

貸
付
状
況
の
１
１
７
・
４
ha

の
内
訳
は
、
大
根
占
地
区
75
・

７
ha
、
田
代
地
区
41
・
７
ha
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
力
金
の
実
績
は
、

地
域
集
積
協
力
金
が
６
地
区
で

１
２
５
４
万
円
、
経
営
転
換
協

力
金
が
62
名
で
２
４
０
０
万
円
、

農地中間管理事業の現状について
所管事務調査

◆文教産業常任委員会◆
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ここが聞きたい！
質問いっぱんいっぱん

９月定例会では、3名の議員より一般質問が行なわれました。質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

創
生
協
議
会
（
※
１
）
を

継
続
す
る
た
め
に
、
現

在
の
事
業
の
現
状
と
、
今
後
の

方
向
性
を
示
せ
。

町
長　

自
立
・
協
働
型
の
町
民

や
事
業
者
を
支
援
し
、
子
や
孫

の
た
め
希
望
あ
ふ
れ
る
未
来

を
創
り
、
繋
ぐ
た
め
の
事
業
を

進
め
て
い
る
。

法
人
登
記
を
し
て
も
ら
う

様
な
方
向
性
を
取
ら
な

け
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と

思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

最
終
的
に
は
、
法
人
登

記
等
も
出
来
る
よ
う
な
形
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
方

法
で
Ｉ
Ｔ
を
取
り
入
れ

て
い
く
の
か
。

町
長　
Ｉ
Ｔ
に
意
欲
的
に
取
り

組
も
う
と
す
る
生
産
者
の
方
々

を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｔ
化
へ
の
初
期
投
資

の
助
成
に
つ
い
て
、
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

町
長　

出
来
る
限
り
の
投
資
は

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

染川　金治　議員

質問事項
・創生協議会の方向性
・農業のＩＴ化

創
生
協
議
会
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は

　
町
長
　
自
立・協
働
型
の
町
民
や
事
業
者
を
支
援
し
、

希
望
あ
ふ
れ
る
未
来
創
り
を
進
め
る
。

地方創生

農
産
物
の
販
路
開
拓
を
、

創
生
協
議
会
を
中
心
に
、

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

町
長　

販
路
開
拓
に
つ
い
て

も
、
創
生
協
議
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
使
っ
て
い
く
。

（
※
１
）
創
生
協
議
会

錦
江
町
ま
ち
・
ひ
と
・

「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
創
生
協
議
会

町
と
町
内
の
農
業
法
人
と
Ｉ
Ｔ
企

業
が
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
農
業
技
術

確
立
に
向
け
て
共
同
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

錦
江
町
の
地
方
創
生
へ
の

取
組

（
主
な
事
業
）

◇
土
台
づ
く
り

・�

行
政
・
議
会
・
町
民
合
同

の
研
修

・
百
人
委
員
会
の
開
催

◇
し
ご
と
づ
く
り

・�

お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
活
用
し
た
新
た

な
企
業
誘
致

・�

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
新
た
な
事
業
展
開
へ
の

支
援

◇
な
か
ま
づ
く
り

・
移
住
・
定
住
Ｐ
Ｒ

・�

空
き
家
発
掘
の
た
め
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◇
ひ
と
づ
く
り

・�

各
界
の
先
駆
者
を
招
聘
し

て
行
な
う
未
来
塾
や
未
来

づ
く
り
講
演
会
の
実
施

◇
新
し
い
絆
づ
く
り

・�

新
た
な
集
落
の
在
り
方
の

研
究
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旧
田
代
町
に
お
い
て
、
昇

陽
団
地
を
住
宅
用
地
貸

付
事
業
と
し
て
開
発
さ
れ
た

よ
う
に
、
若
者
の
定
住
促
進
事

業
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を
建

設
さ
れ
る
と
、
保
健
セ
ン
タ
ー

等
の
町
有
地
が
空
く
が
、
事
業

に
適
用
さ
れ
な
い
か
。
或
い

は
、
使
途
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
か
。

町
長　

本
町
で
は
、
不
足
し
て

い
る
移
住
者
用
の
住
宅
施
策

と
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
周
辺
跡
地

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
基
本
に
、
移
住

川越　裕子　議員

質問事項
・住宅用地貸付事業
・特色ある学校づくり

者
や
子
育
て
世
代
の
誘
致
に

役
立
つ
活
用
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

管
理
が
難
し
い
土
地
を
有

効
的
に
売
却
す
る
こ
と

若
者
の
定
住
促
進
事
業
を
実
施
で
き
な
い
か

　
町
長
　
移
住
者
用
の
住
宅
施
策
と
併
せ
て
検
討
し

た
い

住宅用地

保健センター・老人福祉センター周辺の
有効的な跡地利用が期待されます

は
、
非
常
に
良
い
事
業
で
は
な

い
か
。
住
宅
を
造
っ
た
場
合
、

建
設
費
用
が
非
常
に
高
く
、
管

理
費
も
嵩
む
の
で
、
町
有
地
も

あ
る
程
度
良
い
時
期
が
来
た
ら

民
間
に
移
行
す
る
方
策
も
必
要

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

空
い
て
く
る
土
地
に
つ

い
て
は
、
移
住
定
住
を
考
え
る

上
で
の
住
宅
政
策
と
併
せ
て
考

え
て
い
き
た
い
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

28
年
度
実
績
と
29
年
度

の
計
画
等
が
あ
れ
ば
示
せ
。

教
育
長　

地
域
の
素
材
や
人
材

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
学
習
内

容
が
豊
か
に
な
る
、
故
郷
へ
の

愛
着
が
増
す
等
の
メ
リ
ッ
ト
が

考
え
ら
れ
る
。

　

実
績
と
し
て
、
各
学
校
が
そ

れ
ぞ
れ
郷
土
愛
を
育
む
取
り
組

み
や
文
化
・
歴
史
を
学
ぶ
取
り

組
み
等
、
充
実
し
た
活
動
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
錦
江
町

や
学
校
等
の
良
さ
を
改
め
て
感

じ
た
り
、
地
域
の
方
々
へ
の
感

謝
の
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
友
達
と
協
力
す
る
大
切
さ

や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
機
会

に
も
な
っ
た
。

問
題
点
や
、
課
題
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
か
。

教
育
長　

ま
ず
こ
の
事
業
の
趣

旨
等
を
全
教
職
員
が
共
通
理
解

し
、
計
画
を
検
討
し
た
上
で
、

指
導
す
る
事
が
大
事
で
は
な
い

神川小では宿利原小、池田小と一緒に地引
網を体験しました。

か
と
考
え
る
。
ま
た
、
事
業
費

の
使
途
等
も
目
的
に
合
わ
せ
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
事
業
が
充
実
し
、
学
校

の
活
性
化
、
教
育
の
質
の
向
上

に
繋
が
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
補

助
金

◇�　

創
意
工
夫
を
生
か
し

た
学
校
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
の
事
業

◇�　

学
校
及
び
地
域
の
連

携
を
図
る
た
め
の
事
業

◇�　

児
童
及
び
生
徒
の
体

験
学
習
活
動
の
充
実
を

図
る
た
め
の
事
業

◇�　

児
童
及
び
生
徒
の
健

康
の
増
進
を
図
る
た
め

の
事
業

な
ど
、
創
意
あ
る
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
小
学
校
、
中
学

校
に
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
す
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
今
後
は

　
教
育
長
　
学
校
の
活
性
化
、教
育
の
質
の
向
上
に
繋

が
る
よ
う
努
力
し
た
い

学校教育
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与論町で栽培されているアテモヤ

もしもの為に備えています

池田　行德　議員

質問事項
・�耕作放棄地を利用
した新規作物

・避難所や非常用物資

オ
リ
ー
ブ・ア
ー
モ
ン
ド・ア
テ
モ
ヤ
等
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
か

　
町
長
　
情
報
収
集
を
行
な
い
な
が
ら
前
向
き
に
検

討
す
る

農業振興

錦
江
町
が
備
蓄
し
て
い
る

非
常
用
物
資

・
寝
袋　

90
枚

・
折
り
畳
み
マ
ッ
ト
45
枚

・
非
常
食
３
０
０
食

・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
５
４
０
袋

・
５
０
０
㎖
の
水
72
本

※�

台
風
な
ど
の
短
期
的
な

避
難
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
、
毛
布
・
食
糧
・

日
用
品
・
常
備
薬
な
ど
、

ご
自
身
で
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
た

新
規
作
物
の
導
入
に
つ

い
て
、
比
較
的
、
労
力
を
要
し

な
い
果
樹
栽
培
等
で
、
本
町
の

気
候
に
適
し
た
、
自
然
災
害
等

に
耐
え
う
る
、オ
リ
ー
ブ
、ア
ー

モ
ン
ド
、ア
テ
モ
ヤ
等
を
調
査
、

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
策
と
し
て
、
保
全
管
理
活
動

や
農
地
の
賃
借
等
の
取
組
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

オ
リ
ー
ブ
等
に
つ
い
て
は
流

通
方
法
が
特
殊
で
あ
る
と
思
わ

れ
、
一
般
的
な
市
場
で
の
販
売

は
難
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
そ
こ
で
、
生
産
・
販
売
で

の
所
得
等
に
つ
い
て
情
報
収
集

を
行
な
い
な
が
ら
、
前
向
き
に

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

ア
テ
モ
ヤ
は
、
と
て
も
高

級
な
フ
ル
ー
ツ
と
し
て

名
前
が
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。

ト
ロ
ピ
カ
ル
ハ
ウ
ス
で
の
ア
テ

モ
ヤ
の
実
証
実
験
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

高
級
な
食
材

と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
栽
培

自
体
も
非
常
に
難
し
い
と
聞
い

て
い
る
。
新
し
い
品
種
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
。

大
規
模
な
災
害
等
に
対
す

る
日
用
品
等
の
準
備
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

町
長　

寝
袋
90
枚
等
が
あ
る
。

長
期
的
な
避
難
生
活
に
は
足
り

得
る
量
で
は
な
い
が
、
県
と
の

協
定
に
よ
り
、
物
資
の
調
達
は

可
能
と
考
え
て
い
る
。

食
料
品
等
は
期
限
前
に
安

く
提
供
す
れ
ば
経
費
節

減
に
も
な
る
が
、
考
え
は
あ
る

か
。

総
務
課
長　

で
き
る
限
り
そ
の

目
的
を
有
効
に
活
用
で
き
る
形

で
検
討
を
進
め
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
連

絡
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

町
長　

避
難
準
備
が
必
要
な
場

合
、
社
協
及
び
保
健
福
祉
課
に

避
難
行
動
要
支
援
者
等
へ
の
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
。

火
災
の
際
、
被
災
者
に
毛

布
等
が
社
協
か
ら
配
布

さ
れ
る
が
、
不
足
し
た
場
合
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
る
か
。

総
務
課
長　

事
案
に
応
じ
て

最
善
の
策
を
講
じ
た
い
。

テ
レ
ビ
、
ク
ー
ラ
ー
等
の

設
備
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

総
務
課
長　

テ
レ
ビ
は
配
置

し
て
い
る
。
空
調
設
備
は
必
要

と
考
え
る
が
、
体
育
館
は
困
難

で
あ
り
、
現
在
、
扇
風
機
で
の

対
応
し
か
な
い
。

避
難
時
に
お
け
る
備
蓄
品
の
準
備
は

　
町
長
　
寝
袋
な
ど
準
備
し
て
お
り
、調
達
も
可
能
と

考
え
る

災害対策
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10
月
８
日
、
第
13
回
町
民
体

育
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

老
若
男
女
が
一
堂
に
会
す
、

町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
は
、
開
催

を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
太
陽

が
照
り
つ
け
る
下
、
笑
い
あ
り

感
動
あ
り
の
す
ば
ら
し
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

表
紙
の
紹
介

編
集
後
記

　

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
10
月
に
も
夏
日

が
あ
っ
た
り
と
残
暑
が
続
き
ま

し
た
。

　

今
年
も
、
い
つ
も
の
よ
う
に

田
ん
ぼ
の
畦
に
は
彼
岸
花
が
色

鮮
や
か
に
咲
き
、
稲
の
収
穫
も

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
近
づ
い
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
も
終
わ

り
、
い
つ
も
の
12
月
議
会
を
11

月
中
旬
に
開
催
し
、
後
半
に
町

長
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
予
定
で

す
。

　

議
会
広
報
紙
に
つ
い
て
は
、

研
修
会
に
参
加
し
、
他
市
町
村

の
広
報
紙
を
参
考
に
し
な
が

ら
多
く
の
皆
様
に
見
て
も
ら

え
る
、
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　

馬
込　

守

◆
議
会
報
編
集
委
員
会

　

委�

員�

長　
　

小
吉　

昭
弘

副
委
員
長　
　

川
越　

裕
子

委　
　

員　
　

馬
込　

守　

　
　
　
　
　

右
田　

正　

　
　
　
　
　
　

厚
ヶ
瀨
博
文

　

定例会の会期は、
　11月13日から17日の予定です。
田代支所３階の議場へ傍聴に是非おいでください。

田代支所で開催します。
定例会は11月に


